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自主的、実践的な態度を育てる

委員会活動の指導の工夫
－キャンペーン活動に教師の適切な指導や

振り返りの工夫を取り入れて－

長期研修員 桒原 淳一

《研究の概要》

本研究は、委員会活動において、教師の適切な指導や振り返りの工夫を取り入れること

で、生徒一人一人の自主的、実践的な態度を育てることを目指したものである。具体的に

は、全校で学校課題を解決するキャンペーン活動を設定し、話合いの視点を示した「話合

いカード」や話合いの流れを示した「活動シート」を活用できるようにしたり、自己評価

と相互評価を基にした振り返りを委員会と全生徒で共有できるようにしたりした。

キーワード 【児童会・生徒会 自主的、実践的な態度 委員会活動 話合い 振り返り】

Ⅰ 主題設定の理由

近年、都市化、少子高齢化、地域社会における人間関係の希薄化などが進む中で、家庭や地域社会に

おいて社会性を身に付ける機会が減少している。また、情報化の進展により、間接体験や疑似体験が膨

らむ一方、体験活動や異年齢の子どもとのかかわりが減少し、望ましい人間関係を築く力などの社会性

が身に付きにくくなっている。このような状況から、集団の中での問題に気付けなかったり、その問題

を自主的に解決できなかったりする子どもが増えてきている。

平成20年の中央教育審議会答申では、特別活動の課題として「特別活動の充実は(中略)子どもたちの

資質や能力の育成に十分つながっていない」「好ましい人間関係を築けないことや、望ましい集団活動

を通した社会性の育成が不十分である」点を指摘し、その改善の基本方針の中で、「特によりよい人間

関係を築く力、社会に参画する態度や自治的能力の育成を重視する」「体験活動や生活を改善する話合

い活動、多様な異年齢の子どもたちからなる集団による活動を一層重視する」と記している。それらを

受けて、中学校学習指導要領解説特別活動編では、特別活動の目標の中で、「集団や社会の一員として

よりよい生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度」の育成を挙げている。以上を踏まえ、

群馬県教育委員会の平成23年度学校教育の指針では、特別活動の指導の重点として、各活動・学校行事

のねらいを明確にして実施するとともに、活動後は育てたい資質や能力の育成につながったかという視

点から振り返りを行うことが示されている。

ところが、これまでの委員会活動の取組では、他の委員会の活動について知る機会が少なく、生徒は

委員会活動に対して関心が高くないことが多かった。また、委員会では活動自体が目的となっていたり、

活動における評価が形式的なもので終わってしまったりすることが多かった。このようなことから、結

果として、生徒の自主的、実践的な態度が十分に育っているとは言えない状況があった。自主的、実践

的な態度を育てるためには、一人一人の生徒が課題を明確にとらえて活動できるようにしたり、課題に

対する取組を正しく見つめ、次の活動への意欲をもてるようにしたりする必要がある。

そこで本研究では、委員会活動にキャンペーン活動を設定し、委員会に所属する生徒だけでなく、学

校の生徒一人一人の自主的、実践的な態度を育てる指導について研究していくことにする。「つかむ」

過程において、課題を明確にとらえて活動できるように、教師の適切な指導を行う。さらに、「振り返

る」過程において、課題に対する取組を正しく見つめ、次の活動への意欲をもてるように、振り返りの

工夫をする。

以上のことから、委員会活動にキャンペーン活動を設定し、教師の適切な指導や振り返りの工夫をす

ることが、自主的、実践的な態度を育てるために有効であると考え、本主題を設定した。
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Ⅱ 研究のねらい

委員会活動にキャンペーン活動を設定し、課題を明確にとらえて活動できるようにするための教師の

適切な指導を行ったり、課題に対する取組を正しく見つめ、次の活動への意欲をもてるようにするため

の振り返りの工夫をしたりすることで、自主的、実践的な態度を育てることができることを実践を通し

て明らかにする。

Ⅲ 研究の見通し

委員会活動にキャンペーン活動を設定し、次のような見通しをもって意図的、計画的に指導を行えば、

自主的、実践的な態度を育てることができるであろう。

１ 「つかむ」過程において、委員会に所属する生徒に話合いの視点を示した「話合いカード」を活

用してキャンペーンについての話合いを行えるようにすることで、生徒は、委員会の一員として、

課題を明確にとらえて活動できるであろう。

２ 「つかむ」過程において、全生徒に委員会での話合いの流れを示した「活動シート」を活用して

キャンペーンについての内容を把握できるようにすることで、生徒は、学校の一員として、課題を

明確にとらえて活動できるであろう。

３ 「振り返る」過程において、委員会活動で自己評価と相互評価を基にした振り返りを行えるよう

にし、その振り返りを委員会と全生徒で共有できるようにすることで、生徒は、委員会や学校の一

員として、課題に対する取組を正しく見つめ、次の活動への意欲をもてるであろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 本研究で育てたい自主的、実践的な態度の具体的な姿とは

生徒会活動で育てたい「自主的、実践的な態度」とは、「生徒自ら目標をもち、学校や社会の一員

としてよりよい学校生活へ貢献するための役割や責任を果たし、学校生活全体の充実・向上にかかわ

る問題について、みんなで話し合って協力して解決したり、集団や社会の一員としての自覚に基づき、

学校や地域社会の生活の充実・向上に積極的に関わったりしていく」態度である。本研究では、委員

会活動において、課題を

明確にとらえて活動でき

るようにしたり、課題に

対する取組を正しく見つ

め、次の活動への意欲を

もてるようにしたりする

ことで、生徒の自主的、

実践的な態度の育成を目

指す。そこで、本研究で

育てたい自主的、実践的

な態度の具体的な姿を明

らかにするために、生徒

の立場と活動内容から分

類し、右の表を作成した

（表１）。

表１ 本研究で育てたい自主的、実践的な態度の具体的な姿（自作資料）
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２ キャンペーン及びキャンペーン活動とは

本研究において、委員会に所属する生徒だけでなく全生徒の自主的、実践的な態度を育てるために、

「キャンペーン活動」を設定する。「キャンペーン」とは、委員会の特色にあった学校生活の問題を

解決するために、委員会が全生徒に協力を提案し、一定の期間を決めて学校全体で取り組む重点活動

とし、「キャンペーン活動」とは、話合いを行ったり、振り返ったりするなども含めて、キャンペー

ンにかかわる三つの過程「つかむ」「実践する」「振り返る」の一連の活動とする。

キャンペーン活動は、学校生活の充実を図ることができるだけでなく、その活動を通して、自主的、

実践的に活動する機会とすることができる。

３ 教師の適切な指導とは

本研究において、「教師の適切な指導」とは、「生徒が課題を明確にとらえて活動できるような教

師の指導」ととらえ、次の二つを取り入れる。

(1) 話合いの視点を示した「話合いカード」を活用した指導

① 「話合いカード」の三つの視点とその構造

委員会に所属する生徒が課題を明確にとらえて活動

できるようにするためには、問題解決の視点をもって

話合いを行う必要がある。このことから、「話合いカ

ード」は、三つの視点「委員会の特色にあった学校生

活の問題」「目指す学校の具体的な姿」「委員会と個

での具体的な取組」で右のように組み立てる（図１）。

② 話合いの視点を示した「話合いカード」の活用

委員会だけの取組ではなく、全生徒の協力も必要な場合があることを視野に入れて話し合えるよ

うにするために、「話合いカード」を提示し、キャンペーンの例を挙げて説明できるようにする。

また、課題を明確にとらえられるようにするために、「話合いカード」に沿って、「委員会の特色

にあった学校生活の問題」を見いだし、「目指す学校の具体的な姿」を決め、これらのずれに気付

けるようにする。さらに、課題を具体的な取組につなげられるようにするために、各グループに「話

合いカード」を配付し、課題を解決するために全生徒の協力が必要であるかどうかを確認し、「委

員会と個での具体的な取組」について話し合えるようにする。こうすることで、委員会に所属する

生徒は、課題を明確にとらえて活動できるようになる。

(2) 委員会での話合いの流れを示した「活動シート」を活用した指導

① 「活動シート」の三つの視点とその構造

全生徒が委員会から提示された課題を明確にとらえて活動できるようにするためには、委員会に

所属する生徒と同様に、問題解決の視点をもって課題を共有する必要がある。このことから、「活

動シート」は、委員会において、キャンペーンがどのような課題を解決するためにどのように計画

されてきたのかが分かるように、委員会での話合いの流れに沿って「話合いカード」の三つの視点

で組み立てる。

② 委員会での話合いの流れを示した「活動シート」の活用

委員会がどのような問題を取り上げ、どのように解決していきたいと考えているかを明確にとら

えられるようにするために、委員会での話合いの流れを示した「活動シート」を作成できるように

し、それを各学級で全生徒に配付し、委員長が全校放送でキャンペーンについての内容を説明でき

るようにする。さらに、課題を具体的な取組につなげられるようにするために、委員長の全校放送

を聞きながら「活動シート」に示された個での取組の選択肢から自分で協力できる取組を自己決定

できるようにする。こうすることで、全生徒は、課題を明確にとらえて活動できるようになる。

４ 振り返りの工夫とは

本研究において、「振り返りの工夫」とは、「自己評価と相互評価を基にした振り返りを行えるよ

図１ 「話合いカード」の三つの視点とその

構造
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うにし、その振り返りを委員会と全生徒で共有できるようにすること」である。

(1) 「自己評価と相互評価」について

生徒が課題に対する取組を正しく見つめ、次の活動

への意欲をもてるようにするためには、振り返りに客

観性と信頼性を高める必要がある。そのために、自己

評価と相互評価を行う。キャンペーン終了後、委員会

に所属する生徒と全生徒が、委員会や全生徒の取組、

学校全体としての達成度について評価を行い、それを

集計した結果をグラフ化し、比較できるようにする。

委員会に所属する生徒は、全生徒としても位置付けら

れるので、委員会に所属する生徒と全生徒は別の枠組

ではないが、それぞれの立場から評価を行うために便

宜上分け、評価の概要を右のように表す（図２）。

(2) 「自己評価と相互評価を基にした振り返り」について

委員会活動では、グラフ化された評価を比較し、

その共通点や相違点からキャンペーンを振り返れるようにする。さらに、委員会や学校の一員とし

て今後どのように取り組んでいくとよいかを検討できるようにする。こうすることで、委員会に所

属する生徒は、課題に対する取組を正しく見つめられるようになる。

(3) 「自己評価と相互評価を基にした振り返りを委員会と全生徒で共有できるようにすること」について

委員会で、キャンペーンの振り返りや生徒の感想などをまとめ、委員会新聞を作成できるように

する。その委員会新聞を各学級で全生徒に配付し、委員長が全校放送でこの委員会新聞の内容を説

明できるようにする。こうすることで、全生徒は、キャンペーンついての振り返りを委員会と共有

することができ、課題に対する取組を正しく見つめ、次の活動への意欲をもてるようになる。

Ⅴ 研究の計画と方法

１ 実践の概要

対 象 研究協力校 中学校全校生徒 425名

教 科 等 特別活動（生徒会活動）

時 期 平成23年10月14日～11月25日

授 業 者 長期研修員 桒原 淳一 研究協力校 職員 25名

図２ 評価の概要

注：自己評価①②は個（自分自身）の取組に

ついて評価する。（ ）

相互評価①②は集団（委員会及び全生徒）

の取組について評価する。（ ）

自己評価③④は学校全体の達成度につい

て評価する。（ ）

図３ 研究構想図
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２ 抽出生徒

Ａ
行事には前向きに取り組むが、当番活動などでは人任せな面も見られる。課題を明確にとらえて

活動に取り組むことで、充実感を味わえるようにしたい。（委員会に所属する生徒から）

Ｂ
自己中心的で、自分の仕事でも嫌なことには取り組まないことがある。キャンペーンの有効性に

気付くことで、次の活動への意欲をもてるようにしたい。（全生徒から）

３ 検証計画

検証過程 検証の観点 検証の方法

見通し１ 委員会に所属する生徒に話合いの視点を示した「話合い ・活動状況の観察と聞き取り

「つかむ」 カード」を活用してキャンペーンについての話合いを行 ・「振り返りカード」の記述

過程 えるようにしたことは、生徒が、委員会の一員として、 ・事前、事後の意識調査の比

課題を明確にとらえて活動できるようにするために有効 較

であったか。

見通し２ 全生徒に委員会での話合いの流れを示した「活動シート」 ・活動状況の観察と聞き取り

「つかむ」 を活用してキャンペーンについての内容を把握できるよ ・「活動シート」の記述

過程 うにしたことは、生徒が、学校の一員として、課題を明 ・事前、事後の意識調査の比

確にとらえて活動できるようにするために有効であった 較

か。

見通し３ 委員会活動で自己評価と相互評価を基にした振り返りを ・活動状況の観察と聞き取り

「振り返 行えるようにし、その振り返りを委員会と全生徒で共有 ・「振り返りカード」の記述

る」過程 できるようにしたことは、生徒が、委員会や学校の一員 ・事前、事後の意識調査の比

として、課題に対する取組を正しく見つめ、次の活動へ 較

の意欲をもてるようにするために有効であったか。

４ 委員会活動における評価規準

集団活動や生活への関心・意欲・態度 集団や社会の一員としての思考・判断・実践 集団活動や生活についての知識・理解

学校生活の充実と向上にかかわ 委員会の一員としての自覚と役 委員会活動の意義や諸活動への

る諸問題に関心をもち、他の生 割意識をもち、全校的な視野に 参画の仕方などについて理解し

徒と協力して、自主的に委員会 立って諸問題を解決する方法な ている。

活動に取り組もうとしている。 どについて考え、判断し、協力

して実践している。

５ キャンペーン活動の計画

過程 時
活動の内容 支援及び留意点 委員会活動における目指す

委員会 全生徒 （・は教師、●は研究者） 生徒の姿と評価方法

つ 事 ○学校生活アンケー ・キャンペーンについての話合いが

か 前 トの集計をする。 効果的に行われるように、学校生

む 活アンケートなどをもとに、委員

会の特色にあった学校生活の問題

などを提示できるようにする。

１ ○学校生活アンケー ・どのように話合いを進めていくの 【思考･判断･実践】

ト等の結果から、 かがあらかじめ分かるように、は ・全校的な視

取り上げる問題と じめに「話合いカード」を提示す 野に立って

目指す学校の具体 る。 諸問題を解

的な姿を決める ・適切な課題を選択できるように、 決する方法

（課題設定）。 必要に応じて重要性、可能性など などについ

○課題を解決するた について投げかける。 て考え、判

めに、キャンペー ●課題を明確にとらえて活動できる 断している。

ンにおいて委員会 ように、「話合いカード」でキャン [観察][振り

や全生徒がどんな ペーンの例を挙げて説明し、話合 返りカード]

取組をしていけば いの視点に沿ってキャンペーンに
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よいかを「話合い ついての話合いを行えるようにす

カード」に沿って る。【見通し１】

グループで話し合 ・より適切な取組にするために、委

い、それを発表し、 員会や全生徒の取組についてグル

集団決定する。 ープで話し合い、それを発表する

できるようにする。

事 ○委員会の役員が作 ○「活動シート」を ●全生徒が委員会から提示された課

後 成した「活動シー 見ながら委員会の 題を明確にとらえて活動できるよ

ト」を全生徒に配 全校放送を聞き、 うに、「活動シート」を配付し、委

布し、委員長が全 キャンペーンの内 員長が全校放送でキャンペーンに

校放送でキャンペ 容を把握し、自分 ついての内容を伝えられるように

ーンについての内 に適した取組を自 する。【見通し２】

容を伝える。 己決定する。

実 践

する

振 事 ○委員会の一員とし ○学校の一員とし ・キャンペーンについて振り返りや

り 前 て、自分自身と全 て、委員会と個で すくするために、事前に自己評価

返 生徒の取組を評価 の取組を評価し、 と相互評価の集計結果をグラフで

る し、さらに学校全 さらに学校全体の 提示できるようにしておく。

体の達成度を評価 達成度を評価す

する。 る。

２ ○委員会に所属する ●課題に対する取組を正しく見つめ 【関心･意欲･態度】

生徒と全生徒によ られるように、委員会活動で自己 ・キャンペー

る自己評価と相互 評価と相互評価のグラフを比較し ンについて

評価のグラフを比 ながら振り返りを行えるようにす 振り返ろう

較し、分かったこ る。【見通し３①】 としている。

とを発表する。 [観察][振り

返りカード]

事 ○キャンペーンにつ ○委員会新聞などで ●課題に対する取組を正しく見つめ、

後 いての委員会新聞 キャンペーンにつ 次の活動への意欲をもてるように、

を全生徒に配付 いての評価などを 委員会新聞や全校放送では委員会

し、全校放送で伝 知り、取組を振り での振り返りを適切に伝えるだけ

える。 返る。 でなく、それぞれの取組を認めて

いけるようにする。【見通し３②】

Ⅵ 研究の結果と考察

１ 委員会に所属する生徒に話合いの視点を示した「話合いカー

ド」を活用してキャンペーンについての話合いを行えるようにし

たことは、生徒が、委員会の一員として、課題を明確にとらえて

活動できるようにするために有効であったか。

(1) 全体（整美委員会）の様子

はじめに、「話合いカード」を提示し、委員会がキャン

ペーンを行う例を説明した。生徒たちは、「話合いカード」

に示された三つの視点に沿って、提示された問題の中から

「トイレのスリッパが散らばっている」という問題を取り

上げ、目指す学校の具体的な姿を「トイレのスリッパがい

つもきれいにそろっている学校」と設定した（資料１）。

その後、課題を解決するために、整美委員会として何がで

きるかをグループに分かれて話し合い、「毎日、朝と放課

資料１ 「話合いカード」の活用例

（整美委員会）



資料３ 「活動シート」の活用例（整

美・生活委員会）
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後にトイレのスリッパがそろっているかチェックす

る」ことにした。ここで、整美委員会がこの取組を

することによって問題が解決するかを問いかけ、生

徒一人一人の協力が必要であることを確認した。そ

して、再度グループに分かれて話し合い、全生徒に

個での取組として「トイレから出るときに、一人一

人がスリッパをきちんとそろえる」「他のスリッパ

がそろっていなかったらそろえる」を提案していく

ことを決めた（資料２）。

振り返りカードから、学校生活の問題に気付き、

目指す学校の姿を把握していることが読み取れ

（図４）、「いつでもトイレのスリッパがそろっ

ているような学校にしたいと思いました」という

感想からも、理想と現実とのずれに気付いている

ことが分かる。さらに、振り返りカードから、よ

りよい解決方法を考えていたことが読み取れ（図

４）、「これから解決できるようにがんばる」と

いう感想からも、課題から具体的な取組へとつな

げることができたことが分かる。

これらのことから、話合いの視点を示した「話合いカード」を活用してキャンペーンについての

話合いを行えるようにしたことは、生徒が、委員会の一員として課題を明確にとらえて活動できる

ようにするために有効であったと考える。

(2) 抽出生徒Ａ（整美委員会に所属する生徒）の様子

生徒Ａは、グループでの話合いで記録係を務めた。生徒Ａは課題を解決するための個での取組と

して「ぬぐときは必ずそろえる」という意見を出した。振り返りカードでは、すべての項目（図４

参照）で「とてもそう思う」と答えており、感想では、「あまりよく話し合えなかったけど、よい

アイディアが出たと思う」と書いていた。このことから、話合いの視点を示した「話合いカード」

を活用してキャンペーンについての話合いを行えるようにしたことで、生徒Ａは、委員会の一員と

して課題を明確にとらえて活動できるようになったと考える。

２ 全生徒に委員会での話合いの流れを示した「活動シート」を活用してキャンペーンについての内容を把

握できるようにしたことは、生徒が、学校の一員として、課題を明確にとらえて活動できるようにするために

有効であったか。

(1) 全体（抽出生徒の在籍する学級）の様子

整美委員会、生活委員会では、話合いの中で、どちらも「ト

イレのスリッパが乱れている」という問題を取り上げた。そ

のため、生徒評議会において、整美委員会、生活委員会合同

の「美・スリッパキャンペーン」を行うことになり、整美、

生活委員会が調整を行いながら「活動シート」を作成した（資

料３）。

生徒たちは、各学級で配付された「活動シート」を見なが

ら委員長の全校放送を聞き、このキャンペーンが委員会でど

のように計画されてきたかを理解し、委員会と全生徒で協力

して学校生活の問題を解決しようとしていることを理解し

た。そして、委員会から提示された個での三つの取組（資料

３参照）の中から自分で協力できるものを選択し、それを選

図４ 第２回専門委員会の振り返りカードの集計

結果（整美委員会）

資料２ 第２回専門委員会の話合いの様子

（整美委員会）
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択した理由を記述した（資料４）。

「活動シート」の記述から、キャンペーンを自分のこ

ととしてとらえることができた生徒が多く、課題を明確

にとらえることかできたことが分かる（図５）。個での

取組を選んだ理由について、「他のスリッパがそろって

いなかったら、自分のだけをそろえるより他のスリッパ

もそろえる方がいいと思った」などがあり、課題から具

体的な取組へとつなげることができたことが分かる。

これらのことから、委員会での話合いの流

れを示した「活動シート」を活用してキャン

ペーンについての内容を把握できるようにし

たことは、生徒が、学校の一員として、課題

を明確にとらえて活動できるようにするため

に有効であったと考える。

(2) 抽出生徒Ｂ（全生徒の中から抽出）の様子

生徒Ｂは「活動シート」が配付されたとき、あまり興味を示さない様子であった。委員長の放送

が始まると、「委員会の特色にあった学校生活の問題」「目指す学校の具体的な姿」「委員会と個で

の具体的な取組」に目を配りながら聞いている様子が見られた。「キャンペーンを自分のこととし

てとらえることができたか」という項目では、「あまりそう思わない」を選択していたが、個での

取組は「トイレから出たら、毎回ととのえる」を選択し、その理由について「毎回整えればスリッ

パはいつもきれいにそろう」と記述していた。このことから、委員会での話合いの流れを示した「活

動シート」を活用してキャンペーンについての内容を把握できるようにしたことで、生徒Ｂは課題

を明確にとらえて活動できるようになったと考える。

３ 委員会活動で自己評価と相互評価を基にした振り返りを行えるようにし、その振り返りを委員会と全生

徒で共有できるようにしたことは、生徒が、委員会や学校の一員として、課題に対する取組を正しく見つ

め、次の活動への意欲をもてるようにするために有効であったか。

(1) 委員会活動における全体（整美委員会）の様子

生徒たちは、委員会と全生徒による自己評価

と相互評価の集計結果のグラフ（図６）を比較

し、共通点や相違点に着目しながらキャンペー

ンについて振り返った。それにより、委員会や

全生徒の取組が全体的にはしっかりと行われて

いたが、意識の低い生徒もいたことを確認した。

そして、委員会や学校の一員として今後どのよ

うに取り組んでいくとよいかを考え、発表した

（資料５）。

資料４ 全校放送での様子(学級）

資料５ 第３回専門委員会の様子（整美委員会）

図５ 「活動シート」の集計結果（全生徒）

図６ 美・スリッパキャンペーンにおける自己評価

と相互評価の集計結果
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振り返りカードから、キャンペ

ーンの有効性を感じていることが

読み取れる（図７）。また、「意

外に効果があったと思う」「賞状

とか作ったら、もっとみんながや

る気になると思う」という感想か

らも、課題に対する取組の成果や課題について考えていることが分かる。

これらのことから、委員会活動で自己評価と相互評価を基にした振り返りを行えるようにしたこ

とは、生徒が、委員会の一員として、課題に対する取組を正しく見つめられるようにするために有

効であったと考える。

(2) 委員会活動における抽出生徒Ａの様子 資料６ 生徒Ａのグループの取組

生徒Ａは、提示された自己評価と相互評価のグラフを

注意深く見ていたようであり、「わたしもよくやった（資

料６）し、みんなもよくやってくれたと思う。キャンペ

ーンをやってよかった」と言っていた。振り返りカード

では、キャンペーンの有効性についての項目（図７参照）

で「とてもそう思う」と答えていた。このことから、委

員会活動で自己評価と相互評価を基にした振り返りを行

えるようにしたことで、生徒Ａは、委員会の一員として、

課題に対する取組を正しく見つめることができたと考え

る。

(3) 振り返りの共有における全体（抽出生徒の在籍する学級）の様子

生徒たちは、委員長の全校放送を聞きな

がら、委員会が作成した委員会新聞（資料

７，８）を興味深く見ていた。「キャンペ

ーンでは、みんなもこんなふうにやってい

たんだな」「自分たちの委員会でもがんば

ってやってみよう」などの感想をもった生

徒がいた。このことから、委員会での自己

評価と相互評価を基にした振り返りを委員

会と全生徒で共有できるようにしたことは、

生徒が、学校の一員として、課題に対する

取組を正しく見つめ、次の活動への意欲を

もてるようにするために有効であったと考

える。

(4) 振り返りの共有における抽出生徒Ｂの様子

生徒Ｂは、いつもよりも真剣に配布された委員会新聞を見ている様子であった。生徒Ｂの聞き取

りからは、「キャンペーンをやると学校生活の問題が解決できる気がする。今回はあまり協力でき

なかったけれど、これからは自分もきちんとやっていきたい」と話していた。このことから、委員

会での自己評価と相互評価を基にした振り返りを委員会と全生徒で共有できるようにしたことで、

生徒Ｂは、学校の一員として、課題に対する取組を正しく見つめ、次の活動への意欲をもつことが

できたと考える。

４ キャンペーン活動を終えて

キャンペーン活動の事前と事後において、「本研究で育てたい自主的、実践的な態度の具体的な姿」

（ｐ２表１参照）に基づいて、委員会に所属している生徒及び全生徒の自主的、実践的な態度にかか

資料７ 委員会新聞（表） 資料８ 委員会新聞（裏）

図７ 第３回専門委員会の振り返りカードの集計結果（整美委員会）

注：朝は整美委員会、帰りは生活委員

会が担当した。
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わる意識調査を行った。その結果（図８，９）の比較から、委員会に所属している生徒及び全生徒の

すべての項目で意識の高まりが読み取れる。このことから、委員会活動にキャンペーン活動を設定し、

課題を明確にして活動できるようにするための教師の適切な指導を行ったり、課題に対する取組を正

しく見つめ、次の活動への意欲をもてるようにするための振り返りの工夫をしたりすることは、自主

的、実践的な態度を育てるために有効であると考える。

Ⅶ 研究のまとめ

１ 成果

○ 委員会に所属する生徒に話合いの視点を示した「話合いカード」を活用してキャンペーンにつ

いての話合いを行えるようにしたり、全生徒に委員会での話合いの流れを示した「活動シート」

を活用してキャンペーンについての内容を把握できるようにしたことで、生徒は、委員会や学校

の一員として、課題を明確にとらえて活動することができた。

○ 委員会活動で自己評価と相互評価を基にした振り返りを行えるようにし、その振り返りを委員

会と全生徒で共有できるようにしたことで、生徒は、委員会や学校の一員として、課題に対する

取組を正しく見つめ、次の活動への意欲をもつことができた。

○ キャンペーン活動を設定し、教師の適切な指導や振り返りの工夫を取り入れたことは、自主的、

実践的な態度を育てるために有効であることが分かった。

○ 委員会から全生徒への活動に広げたことで、全生徒がキャンペーンに関心をもって取り組むこ

とができ、自分たちの力でよりよい学校に変えていけるという自信になった。

２ 課題

○ 話合いを進める順序として、「委員会の特色にあった学校生活の問題点」を出発点に設定した

が、委員会によっては「目指す学校の具体的な姿」を出発点にした方が話し合いやすい場合もあ

り、「話合いカード」の活用の仕方について、今後も研究を深めていく必要がある。

○ 本研究では、委員会活動にキャンペーン活動を設定したが、これを生徒会活動全体に広げられ

る可能性もあることから、生徒総会及び生徒評議会、生徒会役員会などからの活動とのかかわり

について研究を深めていく必要がある。
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図８ 委員会の一員としての生徒の意識の変容

注：４段階評価での平均値の比較

図９ 学校の一員としての生徒の意識の変容

注：４段階評価での平均値の比較


